２　インターンシップ実施に関する覚書（事業所と学校）
　



































































































































































































































































































































































































































































































インターンシップ実施に関する覚書き





　○○大学学長（○○高校校長）（以下「甲」という）と○○（事業所名）（以下「乙」という）は、甲が学生を乙に派遣して行う平成　　年度インターンシップについて、以下のとおり確認する。


（目的）


第１条　この平成　年インターンシップは、学生に企業等の実務を経験させることにより、甲の専門科目教育の効果を高めると同時に、企業等の経営と職務の一端を理解させ、さらに学生が主体的な職業選択に向けての経験を積むことを目的とする。


（期間）


第２条　学生が乙の事業所において実務を経験する期間は○年○月から、○年○月までの一定日数とする。この日数については、甲、乙、及び学生の三者で調整を行い、決定する。





（インターンシップの内容）


第３条　インターンシップの内容及び配属先は、甲、乙、及び学生の三者で調整を行い、決定する。





（インターンシップ期間中の状況把握）


第４条　乙はインターンシップの内容及び進行状況に関し、求めに応じて甲に報告する。





（インターンシップに関わる経費の負担）


第５条　乙は学生に対して、賃金、食事代及び通勤費は支給しない。





（インターンシップ期間中及び通勤による災害）


第６条　学生のインターンシップ期間中の災害及び通勤に際しての災害については、学校において加入するものとし、○○保険を以て充てる。





（インターンシップの体制）


第７条　学生は「受入れ」先企業等の事業所におけるインターンシップ実施に際し、乙の就業規則を尊重するとともに、職務遂行に当たっては乙の指導、監督、助言等に従う。





（機密保持義務）


第８条　学生はインターンシップ期間中に乙で知り得た機密をいっさい漏らしてはならない。





（その他）


第９条　この覚書きに定めのない事項及び覚書きに疑義が生じた場合、甲と乙の協議の上定めるものとする。


○年○月○日


甲○○大学学長（●●高校校長）名　○○○○印


乙　　　　　　　　　　　　　　　印
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